
2010 年度学習院大学史学会例会 

■11月 27日 講演／博物館見学 

   平城京遷都 1300年 

    「東大寺大仏ー天平の至宝ー」を見ながら 

 

例会報告(文責：白井拓朗）  

2009年度学習院大学史学会例会 

【東大寺大仏ー天平の至宝ー】（講演/博物館見学）  

 

 今年度の史学会例会では上記のように銘打ち、鐘江宏之教授による講演とその後の博物

館見学（於：東京国立博物館）という二部構成の例会を 11/27（土）に行いました。  

 

第一部 講演会 

 第一部では第二部の見学に先駆け、まずは奈良時代の仏教の受容についての知識を深め

ることを目的とした講演を鐘江宏之教授に行っていただきました。内容も企画展とリンク

したものをお話いただき、非常に有意義な講演となりました。  

 

第二部 見学会 

 第二部では実際に東京国立博物館で企画展を見学しました。第一部の講演を聞いた上で

の奈良時代の仏教の特色に触れることにより、同時代への興味関心をより一層強めること

が出来たのではないかと思います。  

 

 ご協力をいただきました鐘江教授及び例会関係者、参加会員の皆様にはこの場を借りて

厚くお礼申し上げます。 
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